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発行：ＮＰO法人蔵王のブナと水を守る会　
（ナショナル･トラスト事務局）　　
〒989‐0231　宮城県白石市福岡蔵本字滝下102　
℡･Fax：0224－25－3820　
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.zao.org　


蔵王は爽やかな風が吹き抜け、新緑がまぶしい季節です。植林地は鳥や虫たちでにぎわい、周囲は春の陽気に包まれています。
皆様のご協力により、蔵王の自然は少しずつ戻ってきました。今年からは枝打ちや下草刈りなどの育林活動にも本格的に取り組むことになりました。森の育ち具合を観察しながら、是非ご家族やお友達と一緒に遊びにいらしてください。
✾「ブナの森づくりボランティア」のご案内✾
日時　　　２０１４年６月８日（日）、７月１３日（日）（どちらか都合のよい日を選択）
場所　　　蔵王のブナと水を守る会作業小屋周辺
集合　　　９時３０分　　　白石市役所駐車場（場所のわからない方）
　　　　　１０時　　　　　作業小屋（自力で来られる方）
日程　　　１０時　　　　　受付
　　　　　１０時１５分　　開会
　　　　　１０時３０分　　下草刈り、枝打ち作業
　　　　　１２時００分　　昼食
　　　　　１３時００分　　自然観察路の散策
　　　　　１４時３０分　　閉会
参加費：大人５００円、小学生以下１００円（保険料含む）
申込み：車の準備及び保険に加入しますので、申込み時には、氏名・年齢・住所・電話番号・集合場所・交通手段を明記お願いします。
申込締切：５月３１日（土）厳守
持ち物：昼食・飲み物・長靴・雨具・軍手・タオル・筆記用具
· ☆ ★ 問い合わせ・申込先 ★ ☆ ★
特定非営利活動法人　蔵王のブナと水を守る会　
℡＆fax：0224-25-3820（事務局）
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.zao.org(参加申込書あり)
E-mail：mail@zao.org
「自然観察路づくりにご協力をお願いします」
理事長　白内 恵美子
　皆様のご支援のお陰で、当会の活動はいよいよ「植林から育林へ」と新たな段階に入りました。今後は、苗を植える作業から、育ってきた樹々の手入れ（枝打ちや間伐）へと進みます。それに伴い植林祭を昨年で終了し、今年からは育林作業へのご支援をお願いするものです。
　また、昨年から自然観察路づくりが始まっています。荒れ地がどのようにして広葉樹の森へと移り変わっていくのかを、つぶさに観察できるようにしたいと考えています。
　今後とも、賛助会員の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。
「現在の植林地の経緯と状況」
仲村 得喜秀
当会の森づくりは、１９９０年当時の国立南蔵王青少年野営場から始まっている。野営場はその後、全国植樹祭が行われ、当会の植林地の多くは、その中に組み込まれてしまった。１９９３年からが、本格的植林のスタートなので、２０１４年現在、２１年たっている事になる。今現在、成長の記録は持っていないので詳しくは言えないが、ミズナラの植林地などは、ヤマハンノキという保護樹から卒業しようとしている姿を見る事ができる。
１９９８年、ナショナルトラスト スタート、１９９９年NPO 法人認証、そして、２００１年白石市と現在の共有地、約１３ha を購入。現在作業小屋の周囲にある木は２００１年の植林である。
今年２０１４年からは、一部補植は続けながらも、枝打ち、間伐、蔓切りなどの育林作業を主とした活動に変わって行く事になる。現在、植林地内の大部分はヤマハンノキをはじめとする樹木に覆われているが、一部ではそうなっていない場所もある。そういう所は、ハタネズミやノウサギの食害が大きかったのが主な原因と思われる。まだまだ保護樹であるヤマハンノキの力が必要であるが、ケースバイケースで枝打ちや間伐は行っていかなければならない。そして、特にブナ、ミズナラ、キハダ、ミズメ、ケヤキ、イタヤカエデなど１００年以上生きられる樹種を伸ばしてやる施業を行って行く必要がある。また、成長の早い樹種と、ブナのように遅い樹種を認識して行う施業も大切と思われる。具体的には、ヤマハンノキとその下の植林樹の関係である。どの時期にヤマハンノキを伐るのかという判断である。ちょっと難しく、私でも迷う事が多い。また、ヤマハンノキ以外は不条枝の多い木が多く、適度に樹形を整えるための枝切りも必要である。２股になった木は、将来的に割れる確立が高いので、早い段階で１本にしたほうが良いと思っている。１００年以上生きる木のほとんどは耐陰性が強いので時間と共に、確実に伸びていってくれるものと思う。
植生的に変化が起こったのは、かつて小さなマツとシバの草地だった場所に植林し、その後成長した事で、あれ程たくさん咲いていたセンブリがほとんど見られなくなった事である。オミナエシやツリガネニンジンもいずれはなくなるのだろうが、できれば一部草地は残したいものである。それから、植林地の内外にはチマキザサが多く繁茂している。これは、刈払いを止めるとすぐにはびこってくるので、やっかいな存在である。ササ対策の刈払いは、止めるわけにはいかない作業である。
以上、細かい事も色々書いてきたが、現状は赤ちゃんでしかないと思う。まだまだ手をかけて、一人前にしていかなくてはいけない状況である。私の中では、植林後３０年ぐらいでヤマハンノキから独立してもらいたいというのが目標である。現在の植林地では、２０年後という事になる。
遊びも入れ、山菜の栽培も行っていきたい。作業小屋の周りでもカタクリが咲いたら楽しいと思う。みんなでアイディアを出し合って、それを実現できるような作業もおもしろいと思う。
「亘理の防潮林復活活動に参加して」
古舘　義男
この復活活動＝「わたりグリーンベルトプロジェクト」（以下GBプロジェクトと称します）は震災の年２０１１年には旗揚げしていたそうです。私がGBプロジェクトに参加したのは昨年２０１３年の８月からです。
亘理町の防潮林は仙台湾沿岸部一帯にある防潮林の一部として、藩政時代より田畑や住民を守ってきました。その大きさは長さ４ｋｍで幅２５０ｍもありました。また、戦後は沿岸部の住民が防潮林の整備を担っていたそうで、それはまたマツタケを始めとする山菜の宝庫だったとのことです。
そのせいもあるかもしれませんがGBプロジェクトは実際に津波被害にあった地域の住民が主体的に参加しています。その例として、地区の町作り協議会や公民館の協力、さらに節目の会議には町長自ら参加する等が有りました。
それに加えて、ボランティア参加している事務局員等が国土交通省を始めとする東京の官庁や県庁に積極的に出かけ防潮林の必要性を訴え、資金や作業ボランティアを全国の企業に呼掛けする等成果を上げているようです。
私が初参加したのは苗作りの最中で目標５０万株に圧倒されながら、スーパー・旅行会社・保険会社等の企業ボランティアと一緒に汗を流しました。今年に入って当ブナの会の会員である後藤さんや仲村さんにも参加をいただいた、流された防潮林内に蔓延るイタチハギやニセアカシアの駆除には地元住民が常に１０名前後参加しており、彼らは幼いころより慣れ親しんだ防潮林を懐かしみ、復活するであろう防潮林に人が集まることを願っておりました。
さらに、この５月にはいよいよ防潮林作り（国有地内へのクロマツの植林）が始まります。興味のある方は案内いたしますのでぜひご参加ください。
最後に、私たちのトラスト地にも、地域の住民が、たとえばお盆に帰省した孫を連れて観察路を散策する日が必ず来ることを目標に頑張りましょう。
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「春が来た、ど素人苦戦記」








落葉広葉樹の森には季節ごとに旬がありますが、雪国から越して来た私にとって春はやはり特別。鶯の声を聴きながら柔らかい陽射しを浴びると、芽吹きと花の咲くのが気になってそわそわ、そんな春が来てしまいました。


　昨年春「森づくり自然観察路」を作るため「植物の調査」をすることになりました。指定された植物の写真を撮り、名前をメモります。グループの皆に助けられながら１年が過ぎました。今年は正念場、よりいい写真をと欲張ってます。


　植林地を廻ってると、ユニークな昆虫の仕草、昆虫害の痕、ハタネズミやノウサギの食害、鳥や小動物の巣、猪のヌタバ等々色んな場面に遭遇します。それも含めてホームページの「活動報告」にその都度少し載せてもらいますので、見ていただければ嬉しいです。(2014.04.18)
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カタクリ（2014年4月13日）
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スハマソウ（2014年4月13日）
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セリバオウレン（2014年4月13日）





ナショナルトラスト基金報告


ナショナルトラスト基金をお寄せいただき、ありがとうございました。


２０１３年１月～１２月の累計は、以下のとおりです。


２０１３年度件数　３３件


２０１３年度金額　１９０，０００円


今後ともご支援をよろしくお願いいたします。








